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スケール

質量

ダスト 微惑星 原始惑星
1-10km ～1000km

～µm

～1026g1018-1021 g

・粒子数を増やすことにより岩石惑星から氷惑星までの 
　広い領域での形成過程を計算できる

・粒子数を増やすことにより初期に形成された微惑星の 
　大きさ(数キロメートル)を取り扱える



手法

+

PPPT (Particle-Particle Particle-Tree)

FDPS (Framework for Developing Particle Simulator) 

→詳細はポスターZ304

・粒子法シミュレーション向けの並列化フレームワーク 
・並列化のための領域分割やデータ配信を行う
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・粒子間重力の計算方法を近距離と遠距離で変える 
・近距離は直接計算、遠距離はツリー法を用いる 
・大部分の粒子はツリー法で計算されるため高速化

(Oshino et al. 2011)

(Iwasawa et al. 2016)



スケーリング
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・ツリー法1ステップあたりの計算時間 
・CPU1コアで計算する粒子数が数千以下になると通信が律速

2ヶ月程度の計算時間で 
粒子数100万体を100万年計算可能


